
第Ⅲ章　豊かな感性を育む授業実践

子どもの豊かな気づきや感じとりを育む国語科の指導

1　はじめに

(1)国語科の学習で考えていること

養護学級中学年の国語科の学習を進めていく中で考えていることは,授業

の中で児童がいろいろなことを話したり,書いたりすることを,指導者がし

っかりと聞いたり,受けとめたりして児童にかえしていくことである。児童

は,日々生活をしていく中で,いろいろなことを体験して,何かに気づき,

そのことについて感じ,それを誰かに伝えようとして,ことばや文字,ある

いは身ぶり等で表現していくのである。それは授業という形態をとる以前に,

児童の生活全般にわたって行われることであるが,そのことと授業でのこと

ばの指導は密接に関係している。

(2)「ことば」を育てる

児童は,「ことば」を獲得したり,発達したりしていく中で,生活の中に

広がりと深みをもつことができる。この「ことば」の機能面を具体的にとら

えてみると次のようになる。(注1)

・人 と人 との意思の伝達の手段 であ る。

・科学 的に物事 を思考 し, 理解 し, 推理, 創造す る道具である。

・物事 を判断 した り, 行動 を規制 して社会生活 に適応す る道具である。

・経験 の量 を増 し, 生活 をよ り豊か にする手段であ る。

学校生活の中で,児童の様子を見てみると,誰かに何かを伝えたいときに,

そのことを活性化させる条件があると考えられる。それは以下のように表す

ことができる。(注2)

○　児童の周囲に親和的な「人」の存在があること

○　快適で豊富な自己体験を得ることができる「場」があること

○　実感したり,操作したりすることによりイメージをひろげたり,話す

意欲を引き出す道具としての「物」があること

これらの3つの条件を備えていくことが,児童が「ことば」を獲得し,広

げ深まることができることであると考える。またこのことは授業中だけにと

どまらず,学校生活や,家庭でもあてはまることであるといえる。このこと

を養護学級の「生活力のある児童」に照らして構造図的に表したのが次の図

である。(注3)
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人

2　実践事例「たのしかったこと」

(1)単元について

児童は,日々生活する中でいろいろなことを経験する。そのなかに「ああ,

おもしろかった。」とか,「ああ,たのしかった。」という経験が多くあり,

児童がそれらについて言動化していくことは,児童のことばをより豊かに表

現するようになるといえる。また,日常指導者が児童の活動を認め,言語化

することは,表現意欲を高め,ことばや文字に対して興味や関心をより深め

ていくと考える。学校行事や,学級での行事等で児童がいきいきと活動して

いる場面を取り上げ,そのことを文によって表現することで,児童の生きた

ことばを引き出すことをねらい本単元を設定した。児童が活動についてのイ

メージをもちやすくするため,写真やVTRを提示することで,感じたこと

を引き出すようにした。

また,本単元の「パーティーのこと」では,児童が,指導者ではなく,家

族の人に「伝えたい,知らせたい。」という気もちをもつよう,クッキーパ

ーティーで作ったクッキーをおうちに持って帰り,家族の人に召し上がって

いただいた上で,その作り方や,買い物のことなどを,児童の興味・関心に

沿って質問していく手紙を書いてもらった。そのうえで,児童がその手紙の

返事を書くという設定の下で授業を行えば,気づきや感じとりを交えた文章

で表現することができるのではないかと考えた。

(2)本実験における「めあて追究」について

児童は,学習していく中で気づき,感じとり,表現していくのであるが,

学習が進んでいくときに,児童個々の課題に対する見通しがあるということ

が,めあてをもつことにつながっていると考える。児童の学習ステップとめ

あてに関してのつながりを示したものが次表である。
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学習のステップとめあて追究

学 習 の ス テ ッ プ 見　 通　 し め　 あ　 て 支 援 の 方 法

毎 ・自分の好 きなことに集

○ 具体 的な指導者 の指

・自分 の要求 を相手 に ・児童の興味 をひ く活動

づ
く

感

じ

る

表

申している。 伝 え るこ とがで きる を用意する。

・一 人 で遊 ぶ こ とが 多

い。

・友 だちや指導者の言葉

ようにしよう。

・友 だち と一緒 に話 し

たり書いた りしよう。

・自分が楽 しか ったこ

・児童が話 しているこ と

を指導者が仲 介者 とな

っ て他 の 児 童 に伝 え

に注意を向ける。

・自分の要求 を指導者に

一方的に伝え ようとす

る。

・指導者や友だちが活動

している様子を模倣 し

て行お うとす る。

・活動の中で楽 しい こと
を表情や身ぶ りで指導

者に伝 えようとする。

・活動の中で印象的だっ

示があればわかる。

○具体 物やV T R が あれ

る。

・ 「○○君 (さん) は～
してい るね。」 とい う

ふ うに他の児童 の行動

を言語化 してい く。

・児童の表情や身ぶ りを
正確に意味づ けていき

ながら, 賞賛 してい く。

た教材や器具を手がか

りに して伝 えようとす

る。

・活動の中で印象的なこ

ばわかる。

○ こ とばか けがあ れば

・E 常的 に親 しんでいる

器具や具体物 を使用す

る。

・指導者が良 き聞 き役 と

とを身近 な人物 に伝 え わかる。

○ 活動 の部分 的 な個所

とを, こ とばや文 字 なって, 児童が話 した

る。

(一語 文, 二語文 を主 と

した会話)

にしよう。

・どんなこ とを したか

い ことを聞 き出す こ と

がで きる よう言葉か け

や賞賛をする。

・活動の中で印象的だっ 話 した り書 い た り し ・印象的 な部分 について

現 たことを自分の感情 を を提示すればわかる。

○ 活動全体 の流 れがわ

かる。

〇 日分 か ら主体 的 に活

よう。

・先生 や周 りの友 だち

V T R や写 真 を使 用 し,

す 交えて伝える。 言語化 ・文字化 の手助

る (形容詞, 形容動詞)

・一緒に活動 した友だ ち

け とする。

・自分の気 もち を伝 える
場 を多 く設定 し楽 しく

や指導者の ことを自分 の こ とを話 した り書 伝 える ことがで きる雰

の 活動 と重 ねて 伝 え

る。

(「～ と一緒 に○ を した

よ。○ ○ だ った よ。」

等)

・活動 を時間の経過 に沿

っ て順 序 立 て て伝 え

る。

(いつ, どこで, だれが,

だれ と, なにをした等)

・活動の中で友だちと共

いた りしよう。

・楽 しか ったこ とを友

囲気作 りをす る。

・活動の 中で 自然に友 だ
ちとかかわ り合 う場 を

設定 してい く。

・活動の流れ をわか りや
す くす るための事前 の

ワークシー トや写真 カ

ー ドを準備する。 また,
実際の場面で活動 をし

っか りと言語化 してお
感 し合えたことを互い 動することができる1 だち や先 生 のこ とを く。

に伝 え合う。 含めて話 し合おう。 ・友だ ちとかかわ り合い

ー228-



障害児教育

本学級の話すことと書くことについての実態と課題は次のようである。

実　　　　　　　　　　　　 態 課　　　　　　　　 題 児　 童

話

す

自分の気もちを単文で表現することができる。 主語に気をつけて話すことができるよ ⑦
会話文の中で主語が不確実な部分がある。 うになる。

4 W I H に注意しながら話すことができる。接続詞を 音節や発音に気をつけて話すことがで ⑧
使って話すことができる。 きるようになる。

「○が, どうした。」という文章を, 生活の中で話す 自分の気もちや要求をより多くのこと ⑨
ことができる。 ばで表現できるようになる。

身ぶりサインによって表現することができる。 サインと共に音声言語で表現できるよ ⑲
パパ, ママなどのことばを話すことができる。 うになる。

「○が, どうした。」 という文章を重ねて話すことに 自分の気もちや要求をより多くのこと ⑪
より表現することができる。 ばで表現できるようになる。「○が～

生活の中での必要な物の名前を手がか りに自分の気 した。」という主述のある文章で表現 ⑫
もちを表現することができる。 できるようになる。

書

く

殆どの平仮名と特定の漢字を弁別できる。自分の名 筆先に集中してなぞることができるよ ⑦
前の2文字を書くことができる。 うになる。

平仮名の視写が確実にできる。特定の漢字も視写で 簡単に文章を文型を手がかりにして書 ⑧
きる。 くことができるようになる。

自分や友だちの名前を平仮名でも漢字でも弁別でき 身近な物の名前について確実になぞる ⑨
る。曲線なぞ りもできる。写真などを手がかりに ことができるようになる。
「○が, どうした。」 という文章を助詞を交えて書く 文型を手がか りに4 W I H のある文章 ⑲
ことができる。 で表現できるようになる。

記号やマーク, 平仮名を弁別することができる。交 筆先に集中してなぞることができるよ ⑪
差のないなぞ りもできる。 うになる。

特定の平仮名を弁別できる。自分の名前の 1 文字を 平仮名の弁別が確実にできるようにな ⑫
書くことができる。 る。

(3)指導目標

(》経験したことをことばや文章表現で表すことができるようになる。

②文章の基本的な形を意識しながらことばや文字で表現できるようになる。

(4)指導内容と計画

指導内容と計画
第一次(4) 第二次(4)

8時間(本時　第一次第4時)

國農芸姫膿芸等匪司
(5)本時の目標

クッキーパーティーで楽しく活動したことを文字やことばで表現できる。

(6)仮説

児童がいきいきと活動している場面をVTRや写真によって指示し,伝え

たいという思いを喚起すれば,児童は気づきや感じ方を交えた文章で表現で

きるであろう。
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(7)目標行動
目　　 標　　 行　　 動 指　 導　 者　 の　 支　 援 児 童

話
V T R を見なが ら, 友だ ちや自分の ことをことばで

表現で きる。
V T R での活動 をその都度言語化 してい く。

(亘)⑲

「○ が, ～ している。」「○ が, どうだ。」 とい う形 友だ ちの行動 を 「○ 君が ～ しているね。」 とい
⑦ 秋⑫

す

書

く

で表現で きる。 うような基本的なモデルを示す。
4 W I H や , 発音 に注意 して話すことがで きる。 本 人の発音 を しっか りと開 き文字化 している

部分に注意 を向けるようにす る。
⑧

自分が話 した文字 を弁別 し, それ をなぞることが 表現 した ものを板書等 に残 してお き, 写真 カ 詰
できる。 ー ドと対応 させる。

板書 を手がか りに して 自分 の話 したことを文章で 表現 したもの をノ阪督 して確認す るよ うこ とば
(参表現で きる。 かけをする。

文 型を手 がか りに して I誰 が何 を どうした。」 と 文型 のカー ドを用意 し, 本人 の活動 と対応 さ ⑲
いう文章 を書 くことがで きる。 せる。

(8)学習の展開

学 習 過 程 予想 され る活 動
指　 導 ・支　 援　 活　 動

全体 個 別

1　 は じめのあい

2 ・それぞれに自分が

1 ・学習の姿勢づ くりとし 1 ・あいさつは当番児童児

l きつをする当

2　 ク ッキーバー

て毎時間行う。 ⑧の役 とする。

2 ・後 に文章化 を容易にす 2 ・児⑲には, V T R の中で

るため, 児童が話 したこ 活動 していることを言語
とを挿 し絵や文章で板書 化 して必要であれば文型

テ ィーのV T R したことを話すであ してお く。 を示 してお く。
を見 なが ら発 ろう。(児⑦⑧⑨⑪⑫) ・児童が表現 したことを指 ・児⑪ には, 話 しているこ
表する。

】

・興味深 くV T R を見る 尊者がその都度確かめて とをしっか りと認めてい
であろう。(児⑲ ) い き, 次への表現が L や きつつ, 他の児童が発表

・他の児童が話 してい すいようにことばかけを していることに気づかせ

武　　 家　　 4
食　 族　　 W
す　　 か　 1

る途中で も話 し続け してい く。 るようことばかけをす
ると思われる。(児⑪) ・児童が発表 したことを個 る。

・単文で表現すると思 別にはっきりとさせ るた つ已(釘珍には, 指導者が貿

る　　 ら　　 H われる児童 め写真カー ドを利用する。

3 ・それぞれの児童の実態

間をしていき, できるだ

の (児(亘X◎) けた くさんの表現 を引き
手
紙

・聞き取 りと文字が一
致 しないことがある

出すようにする。

・児(砂には　 自分の発音と
と思われる。 (児⑧) に応 じた書き方で指導す 指導者の板書が一致 して

】
3 1 諾 譚 蒜 l

3 ・板書を見 て視写す る。 いるかに注意を向けるよ
るであろう。 ・何 について書いているの うにする。

(児⑧) かを明らかにするため, ・児⑧ には、 自分で表現 し

l

文　　 視　　 な
型　　 写　　 ぞ
で　　 で　　 り

で

・文型 を手がか りにし 表題 をつけ必要があれば た文章 を確認 しなが ら書
て文章を作 るだろう。 写真 を提示する。 くようにする。
(児⑲) ・書いている途中で新 たに ・児⑲ には, 「～が～で～

・なぞ りにより文章を 表現する児童がいればそ を～ しました。」 という
作るだろう。 れを認め書き加えるよう カー ドを用意する。

つ 霊宝豊 前 で l

5 控 霊 だ い l

(児⑦⑨⑬⑫)

・筆先 をよく見ない と
思われる。

(児(亘X抄)

4 ・自分の書いたもの

促す。

4 ・児童の書いた ものにつ

・児⑦⑨⑪⑫ には, 板書等
を参考に してマーカーで
文章を書いてお く。その
際書ける文字 は除いてお
く。

・児⑬⑪には, よく見て書
くようことばかけをす

る。
4 ・早 く発表 したい児童

を見せたがるであろ いて, 感 じ方や気 もちが (児⑬⑫) に関 しては順
う。 (児(融 ⑳ ) 表れている部分に指導者 番 を明確 にしてい く。

・児(亘喧⑳ には, 本人が
話 していることをしっか
りと聞 き取 り, 必要があ
れば援助する。

5 ・あいさつは当番児童児
⑧の役 とす る。

・発表する際ことばが
不明瞭になると思わ
れる。

(児⑧⑨⑳ )

5 学習のおわ りとして
毎時間行 う。

も共感 し賞賛する。
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3　考察

(1)児童が伝えたいという気もちを十分に喚起させるものであったか。

この授業では,家族が学校でのクッキーの作り方や買ったお店を知らない

ということを利用して,伝えたい気もちを喚起させようというものであっ

た。

ただ,日々顔を合わせている家族の人に,このことは児童がそれぞれいく

らか知らせており,学習場面で手紙を書くという設定では少し弱かったので

はないかと考えられる。これはクッキーを作ってからこの授業まで1日あい

たためであると考えている。しかし,家庭からの手紙の中に差出人の顔写真

をはっておいたことは,児童が家族からの質問事項を個々に理解していく上

でかなり有効であった。そのことで,児童は「伝えたい。」ということより

も,「手紙を書きたい。」という気もちが強くなり,学習に向かう意欲は喚起

されていたと考える。また,クッキー作りのVTRを提示することで,児童

が自分の好きな活動を思い出し,VTRになかったことも交えて全体の場で

発表することができたこと、も成果の一つであると考える。

(2)個の「めあて」(=見通し:目標行動)に迫るものであったか。

児(至境⑳については,VTRや写真を効果的に使うことにより,個々に自

分の思いを「～したよ。」「○○君と～したよ。」というふうに全体の場で発

表することができた。また児童の表現したものを文字化することで自分が言

ったことを文字になっても弁別することができた。児⑨についても,VTR

の中で本人が行っている活動を言語化することにより,「～しました。」と表

現することができた。児⑧については,表現したものを黒板に板書していき,

それを視写することができた。表現している内容は,「そして」「それから」

といった接続詞を使ったものであったが,クッキー作りの状況をしっかりと

イメージ化することができるようなことばかけが足りなかったため「○が,

～した。」という単文を接続詞でつなげただけに終わってしまったことは今

後の課題である。児⑲については,自分のことばでクッキー作りのことを文

字で表現した。本児については,この学習の中では,「クッキー」「○○君」

(本児の名前)「～しました。」ということばは,断片的に書けていたので,

「○○君が,～しました。」という文型を準備していたのだが,本児が書きた

いことと異なる表現方法である可能性があったので,あえて提示しなかった。

そのことで,助詞の使い方が誤っていたりしたが,自由に自分の思いを文章
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に表現できたと考えている。

4　おわりに

本実践では,児童の「めあて追究」について,国語の学習の中で表現して

いくことにいかに指導者が支援していくかといったことについて考えてき

た。児童が自分の思いや日々の活動での出来事を他者に表現していくとき,

それが他者に過不足なく伝わったという実感をもつことが,児童の表現をよ

り豊かにしていく原動力になることは確かである。また,児童が他者に伝え

たいと思うような児童主体による印象的な体験をより多く設定し,学習に取

り入れていくことが,児童の表現を幅広くすることにつながるであろう。さ

らに,出来事を想起させるような具体的な物を準備し,提示することでより

一層児童のイメージが活性化されることになる。このような指導者の支援に

よって児童は学習の中で「～しよう。」というめあてをもつことができるよ

うになるのではないか。

(注1ト引用文献昭和60年度研究紀要「ことばを豊かにする教材・教具の開発と指

導法の研究」より

(注2)-同　上

(注3)一同　上

(関　和典)
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